
5 　　市議会だより　　みなみそうま

議
案
第
５
号
南
相
馬
市
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

質　

疑　

勤
務
時
間
中
の
喫
煙
の

実
態
に
対
す
る
指
導
に
つ
い
て

答　

弁　

た
び
た
び
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
市
民
の
目
線
を
十

分
意
識
し
た
対
応
を
督
励
し
て
い

る
。
原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
１
６
号
南
相
馬
市
牛
島

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
条
例
制
定

質　

疑　

収
支
計
画
に
つ
い
て

答　

弁　
維
持
管
理
経
費
は
１
、１

０
０
万
円
程
度
。
収
入
で
７
８
０

万
円
の
収
支
見
込
み
と
な
っ
て
い

る
。

質　

疑　

指
定
管
理
者
へ
移
行
す

る
目
標
年
度
に
つ
い
て

答　

弁　

１
年
の
実
績
で
移
行
を

考
え
る
。

討　

論　

直
営
の
管
理
で
、
団
体

割
引
、
回
数
券
の
発
行
や
、
弾
力

的
な
運
用
の
検
討
と
、
緑
豊
か
な

ゴ
ル
フ
場
に
、
何
度
も
足
を
運
び

た
く
な
る
管
理
運
営
に
期
待
し
賛

成
。
原
案
の
通
り
可
決
。

●
建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会  

●●

平
成
１
９
年
度
南
相
馬
市
一

般
会
計
予
算
に
つ
い
て

●
市
民
市
場
・
屋
台
村
に
つ
い
て

質　

疑　

市
が
支
払
う
土
地
賃
借

料
、
屋
台
村
６
０
０
万
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
６
０
０
万
の
根
拠

は
。

答　

弁　

土
地
所
有
者
、
建
物
所

有
者
等
と
３
回
協
議
し
、
示
さ
れ

た
金
額
を
も
っ
て
計
上
し
て
い

る
。

●
道
の
駅
建
設
事
業
に
つ
い
て

質　

疑　

市
民
に
お
金
が
か
か
る

事
業
だ
と
説
明
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

弁　

補
助
対
象
以
外
の
収
益

施
設
は
全
額
市
が
持
ち
出
し
。
市

有
地
だ
か
ら
こ
そ
、
道
の
駅
の
建

設
場
所
と
し
て
選
定
し
た
。

総
括
質
疑　

高
見
町
交
差
点
か
ら

原
町
二
中
南
側
へ
の
道
路
は
道
の

駅
の
た
め
に
造
る
の
か
。

答　

弁　

当
初
、
道
の
駅
の
進
入

路
で
、ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、

高
見
町
公
園
の
用
地
買
収
し
た
中

で
、
こ
の
計
画
に
な
っ
た
。

修
正
動
議
提
出　
（
櫻
井
勝
延
議
員
）

市
民
市
場
・
屋
台
村
整
備
事
業
、

チ
ヤ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
整
備
事

業
、
道
の
駅
建
設
事
業
及
び
道
の

駅
管
理
運
営
事
業
予
算
を
「
0
」

と
す
る
提
案
の
説
明
が
あ
っ
た
。

質　

疑　

道
の
駅
に
つ
い
て
は
、

案
内
板
設
置
等
の
事
業
。
市
民
市

場
・
屋
台
村
整
備
事
業
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
整
備
事
業
に
つ
い

て
も
、
街
中
活
性
化
の
た
め
に
提

起
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

道
の
駅
建
設
が
、
無
理

に
無
理
を
重
ね
て
議
決
に
至
っ

た
。
市
民
は
、
建
設
を
許
し
て
は

い
け
な
い
声
が
圧
倒
的
。
１
２
月

２
２
日
の
議
決
に
も
拘
わ
ら
ず
、

市
長
が
専
決
処
分
し
て
議
会
を
混

乱
さ
せ
た
。
専
決
条
例
に
つ
い
て

は
廃
止
条
例
を
議
決
し
た
。
市
民

に
対
し
て
、
い
ら
ぬ
混
乱
を
も
た

ら
し
た
市
長
の
責
任
は
重
い
の
で

修
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
採

決
の
結
果
、
修
正
案
は
否
決
、
原

案
は
可
決
。

議
案
第
１
２
号　

鹿
島
都
市
計
画

事
業
西
町
土
地
区
画
整
理
事
業
施

行
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
１
３
号　

南
相
馬
市
土
地

区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
１
４
号　

南
相
馬
市
海
釣

り
公
園
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

議
案
第
１
５
号　

南
相
馬
市
貸
工

場
用
地
整
備
事
業
特
別
会
計
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

議
案
第
１
７
号　

南
相
馬
市
下
水

道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

議
案
第
４
０
号　

平
成
１
９
年
度

南
相
馬
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
４
２
号　

平
成
１
９
年
度

南
相
馬
市
亜
炭
鉱
害
復
旧
施
設
維

持
管
理
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

議
案
第
４
３
号　

平
成
１
９
年
度

南
相
馬
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
４
４
号　

平
成
１
９
年
度

南
相
馬
市
工
場
用
地
等
整
備
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
４
７
号　

平
成
１
９
年
度

南
相
馬
市
水
道
事
業
会
計
予
算
に

つ
い
て

議
案
第
５
０
号　

平
成
１
９
年
度

南
相
馬
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計

予
算
に
つ
い
て

議
案
第
５
１
号　

平
成
１
９
年
度

南
相
馬
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算

に
つ
い
て

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
５
４
号　

南
相
馬
市
道
の

駅
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

質　

疑　

指
定
管
理
料
の
算
定
根

拠
は
、
商
工
会
議
所
の
資
料
と
ほ

ぼ
同
じ
も
の
。
違
い
と
、
野
馬
追

の
里
株
式
会
社
の
収
支
計
画
、
公

募
２
社
の
提
示
額
と
指
定
管
理
者

を
決
め
た
理
由
に
つ
い
て
。

答　

弁　

選
定
要
綱
に
基
づ
き
審

査
、
総
合
的
判
断
の
結
果
、
野
馬

追
の
里
株
式
会
社
に
決
定
。

討　

論　

指
定
管
理
料
の
評
点
が

低
す
ぎ
る
。
収
支
計
画
は
、
分
ら

な
い
疑
問
点
が
残
る
。
道
路
計
画

は
、
道
の
駅
が
な
け
れ
ば
、
造
る

意
味
合
い
が
薄
い
の
で
反
対
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
５
５
号　

市
道
路
線
の
認

定
、
変
更
及
び
廃
止
に
つ
い
て

討　

論　

高
見
町
７
号
線
は
、
道

の
駅
建
設
に
か
ら
む
と
思
わ
ざ
る

を
得
な
い
視
点
か
ら
反
対
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

請
願
第
２
号　

日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉

に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

請
願
第
３
号　

福
島
県
最
低
賃
金

の
引
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

請
願
第
４
号　

仕
事
と
生
活
の
調

和
の
実
現
に
向
け
た
労
働
法
制
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

以
上
３
件
は
、
審
査
の
結
果
、
採

択
。



常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

各
委
員
会
に
お
け
る
、
主
な

質
疑
・
討
論
に
つ
い
て

議
案
第
３
５
号
平
成
１
９
年
度
南

相
馬
市
一
般
会
計

質　

疑　

口
座
振
替
の
再
振
替
の

停
止
に
つ
い
て

答　

弁　

県
内
他
市
は
納
期
限
振

替
を
実
施
し
て
い
る
た
め
導
入
を

検
討
し
、
金
融
機
関
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
か
ら
収
納
率
の
低
下
の
心

配
は
な
い
と
考
え
、
再
振
替
を
取

り
や
め
た
。

質　

疑　

地
域
づ
く
り
協
議
会
設

立
支
援
交
付
金
の
モ
デ
ル
事
業

で
、
要
望
が
多
い
場
合
は
ど
う
な

る
の
か
。

答　

弁　

３
区
に
そ
れ
ぞ
れ
１
地

域
だ
が
、
不
足
の
場
合
は
補
正
で

対
応
す
る
。

質　

疑　

自
治
基
本
条
例
は
、
最

上
位
の
市
の
憲
法
と
い
う
位
置
づ

け
か
。

答　

弁　

市
民
の
意
向
を
尊
重
す

る
必
要
が
あ
る
。
位
置
づ
け
に
つ

い
て
は
条
例
が
ど
う
い
う
役
割
を

果
た
す
の
か
、
果
た
し
て
欲
し
い

の
か
で
決
ま
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
る
。

質　

疑　

行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、議
会
で
の
「
検
討
す
る
」

と
の
執
行
部
答
弁
は
、
検
討
の
結

果
も
含
め
て
、
議
会
に
示
し
て
い

く
の
か
。

答　

弁　

進
行
管
理
す
る
中
で
、

検
討
す
る
だ
け
で
は
市
民
が
よ
く

理
解
で
き
な
い
。
戦
略
的
目
標
管

理
制
度
で
は
、
単
に
検
討
す
る
だ

け
で
な
く
、
目
標
を
定
め
た
検
討

結
果
と
な
る
。

質　

疑　

周
遊
観
光
費
に
つ
い

て
。
高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

地
域
拠
点
整
備
事
業
に
お
け
る
、

位
置
の
変
更
つ
い
て

答　

弁　

ネ
ク
ス
コ
東
日
本
（
東

日
本
高
速
道
路
㈱
）
で
は
、
基
本

的
に
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
位
置
は

決
定
し
て
い
な
い
。
今
年
度
中
に

市
と
ネ
ク
ス
コ
で
地
域
拠
点
整
備

事
業
と
一
体
と
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
の
適
地
を
選
定
し
て
い

く
。

討　

論　

予
算
と
し
て
、
次
年
度

以
降
の
財
源
を
食
っ
て
い
る
状
況

が
あ
り
、
新
市
建
設
計
画
そ
の
も

の
が
前
半
に
事
業
が
集
中
す
る
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
合
併
し
た
こ

と
に
よ
る
大
型
事
業
は
増
や
す
べ

き
で
な
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
削

減
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
予

算
の
あ
り
方
を
求
め
て
反
対
と
の

意
見
。

合
併
後
１
年
３
ヶ
月
余
り
が
経
過

す
る
中
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
た
と
か
、
負
担
が
増
え
た
と

の
声
が
多
い
中
、
今
後
３
年
で
是

正
し
て
い
く
と
の
こ
と
。
投
資
的

経
費
の
３
自
治
区
の
均
衡
が
と
れ

て
い
る
状
況
で
、
市
民
の
暮
ら
し

優
先
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
の
充
実
予
算
で
あ
り
賛
成
と
の

意
見
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
４
５
号
平
成
１
９
年
度
南

相
馬
市
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業

特
別
会
計
予
算

質　

疑　

高
見
町
公
園
整
備
事
業

の
計
画
内
容
、
事
業
費
、
時
期
に

つ
い
て

答　

弁　

駅
東
地
区
の
行
政
嘱
託

員
等
と
の
下
協
議
の
段
階
で
あ

る
。
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
確
定

し
て
い
な
い
。

所
管
の
建
設
部
は
、
早
い
段
階
で

実
施
設
計
を
行
な
い
平
成
２
０

年
、
２
１
年
に
公
園
整
備
を
進
め

た
い
。
下
積
り
と
し
て
１
億
円
位

の
事
業
費
だ
が
詳
細
は
今
後
決
定

さ
れ
る
。

討　

論　

総
事
業
費
が
わ
か
ら
な

い
中
で
、
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
大
き
な
懸
念
を
感
じ
る
。

予
算
の
総
枠
を
踏
ま
え
た
上
で
、

実
施
計
画
の
発
注
等
を
進
め
る
よ

う
に
財
政
担
当
と
し
て
は
求
め
て

い
く
べ
き
と
の
意
見
を
付
し
賛

成
。
原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
４
８
号
平
成
１
９
年
度
南

相
馬
市
病
院
事
業
会
計
予
算

質　

疑　

地
域
の
救
急
医
療
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
。
県
と
の
関
わ
り

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

答　

弁　

今
年
２
月
１
日
に
福
島

県
小
児
科
産
科
地
域
医
療
確
保
方

策
検
討
会
の
方
向
性
が
出
さ
れ

た
。
ハ
イ
リ
ス
ク
の
分
娩
、
早
産

児
、低
体
重
児
の
対
応
に
つ
い
て
、

３
分
の
１
の
患
者
が
公
立
相
馬
病

院
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
残
り
の
患
者
が

県
中
、
県
北
、
い
わ
き
地
区
の
病

院
に
搬
送
さ
れ
て
い
る
実
態
で
あ

る
。
今
後
、
早
急
に
周
産
期
医
療

セ
ン
タ
ー
が
必
要
と
の
提
言
を
受

け
、
今
年
度
中
に
相
双
地
域
内
の

自
治
体
、
医
療
関
係
者
の
意
向
を

伺
い
、
２
０
年
度
の
福
島
県
医
療

計
画
に
盛
り
込
み
、
県
が
主
体
的

に
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
４
号
南
相
馬
市
職
員
定
数

条
例
の
一
部
改
正
す
る
条
例
制
定

質　

疑　

人
ロ
あ
た
り
の
一
般
職

員
数
に
つ
い
て

答　

弁　

平
成
１
８
年
４
月
１
日

の
人
ロ
１
万
人
あ
た
り
の
職
員
数

は
、
８
５
．
４
６
人
。
人
口
５
万

か
ら
１
０
万
人
未
満
の
全
国
類
似

団
体
（
８
８
団
体
）
の
平
均
は
合

併
に
よ
る
事
情
も
あ
り
、
９
９
．

９
３
人
。
県
内
類
似
団
体
の
須
賀

川
市
が
６
９
．
６
８
人
で
あ
る
。

討　

論　

小
さ
な
政
府
を
目
指
す

国
の
方
向
を
見
た
市
政
運
営
で
な

く
、
住
民
の
暮
ら
し
の
実
態
を
見

て
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
、
人
員
削

減
あ
り
き
と
い
う
状
況
に
は
反
対

と
の
意
見
。
職
員
配
置
を
調
整
し

な
が
ら
、
削
減
計
画
と
い
う
目
標

に
向
か
う
べ
き
で
あ
り
賛
成
す
る

と
の
意
見
。
採
決
の
結
果
、
原
案

の
通
り
可
決
。
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●  
総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会  

●●

▲本庁東庁舎内風景




